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○の中の数字は学年
予定が変更になることもあります

朝夕だけでなく，日中もだいぶ涼しくなりました。
そして今年も残すところあと1ヶ月。１年を振り

返りながら，来年に向けた準備も進めなければなら
ない時期です。体調を崩さないように，健康に気を
つけて取り組みましょう。

２１日に浦添市にあるキャンプキンザー校から，児童１３名 １日(日) 世界エイズデー
教諭と保護者が７名来校し，６年生と３校時から掃除までを交 ２日(月) 委員会活動⑥
流学習しました。 ３日(火) 人権の日，市標準学力調査（１・６年）
２校時は，学校紹介と施設案内をJETのちひろ先生の力も借り ５日(木) 読み聞かせ，がん教育講演会（６年）

ながら説明しました。１番歓声があがったのは，家庭科室にあ ７日(土) PTA祭り ９：00開始
る教師の手元を映す大きな鏡でした。３・４校時は体育館で全 １０日(火) 全体朝会（募金贈呈式）
体交流。メッセージ入りの折り紙をプレゼントしながら自己紹 １２日(木) 読み聞かせ
介し，その後外国語の学習で取り組んだ「豊見城市の紹介」を １８日(水) 上田っ子発表会リハーサル
各クラスの代表が英語で紹介しました。 １９日(木) 読み聞かせ
そして，ソフトバレーのルール紹介を行い白熱したゲームが ２０日(金) 上田っ子発表会（体育館）

展開されました。たくさん汗をかいたあとは給食を一緒に食べ， ※金曜日の日課です。給食あり
清掃も身振り手振りで伝える子や，端末の翻訳アプ ※下校時刻･･･1･2年生(13：35)3年生以上(15:00)
リを活用して会話する子など様々でした。今回の体 ２４日(火) 暮れの街見学（たんぽぽ１・２）
験がこれからの学びに活かせる事を期待します。 ２５日(月) ２学期前半終了の日(お話朝会)

12/７PTA祭り 12月2６日(木)～1月６日(月) 冬休み
９：00～11：00 12／1９～２５はクリーン週間です。
☆パフォーマンス大会 活動しやすい服装の準備をお願いします。
11：00～13：00
☆屋台・出店 １月前半の予定

☆くじびき １月７日(火) ２学期後半開始の日(お話朝会)
☆軽食 １月９日(木) 校内書き初め会
☆手作りゲーム等

みんなの優しさの詰まった募金
を豊見城市社会福祉協議会に贈
呈します。上田っ子の優しさが
嬉しいですね。

学校運営協議会は「学校の運営及び当該運営への必要な支援に関し協議する機関」と豊見城市立学校
における学校運営協議会の設置等に関する規則に定められております。本校は近隣に公園等はあるも
のの，児童館や図書館等はなく，放課後児童が安心して過ごせる施設が少ない現状にあります。
そこで，通称CS会議では，上田っ子が安心して過ごせる「居場所づくり」を模索しています。

例として，公民館の解放や地域探検に地域の方々に協力いただく，学校での丸つけボランティアの募
集ポスターを公民館に掲示してもらう等，地域住民等にも広く呼びかけ，学校と地域が繋がる取り組
みを計画しております。

令和６年度 学校だより 12月号 令和６年11月29日

うえたっ子
12月の主な行事

図案の全体を誇り高い
鷲にまとめた。胴体は
｢上田｣の文字で骨組
み，中央のとがった三
角形は，無限の可能
性と発展を表す。大空
に羽ばたく上田小学校
のシンボルである。

昭和39年制定
上原正勝氏デザイン

１９日(火)は日頃お世話になっている方を
お招きし「ありがとう集会」を開催しました。
この会はボランティア委員会が中心となっ

て司会や題字の作成、会の運営に取り組み温
かな雰囲気で，招待した皆さんも笑顔でした。
（６年生の頼もしさを感じました。）
会は順調に進み，一人一人にお花を贈呈し

ました。 その後，全員で感謝の心をこめて
｢ありがとうのはな｣を歌い児童を代表して

６年生のかほさんとさなさんが感謝の言葉を
述べました。「ありがとうの気持ち」が伝わる会でした。
【招待者：講師】
（平和学習講師）伊計さん
(市内巡り) 宜保さん・新垣さん
(クラブ活動）金城さん･艶子さん･添盛さん

水口さん･ 比嘉さん･高安さん

講師は年間５０泊キャンプをしている一般社団法人災害プラットフォーム

沖縄事務局の宮平未来さん。軽快で参加者との対話を生かしながら進めるお

話に，学ぶことで，生きるための選択肢が増えるのではないかと感じました。

それでは講話にもあった質問です。

①「避難場所」と「避難所」の違いは何でしょうか?

避難場所：災害時，危険から逃れる為に避難する場所

避難所 ：災害時，一定期間避難生活を送る場所

この質問で気付いて欲しいのは，避難所にすべての人を受け入れることができない

場合があるということです。 つまり，災害が起きた時「私はどうすればよいか」を

対策についても自ら考え，時には練習することも大切だと思います。

防災キャンプ講習会（PTA研修会））

学校運営協議会：CS（コミュニティースクール）について その①

赤い羽根共同募金への協力ありがとう♥

11月から冨永

さんが仲間入り

(特別支援教育

支援員)


